
(

2)

拙
稿

｢『

後
拾
遺
和
歌
集』

の

『

詞
書』

の
語
彙
に
つ
い
て｣

『

城
西
大
学
女
子
短

期
大
学
部
紀
要』

一
二
巻
一
号
、
平
成
七
年
一
月)

。

(
3)

国
語
学
会
編

『

国
語
学
大
辞
典』

(

昭
和
五
五
年
九
月
、
東
京
堂
出
版)

｢

詞
書
・

左
注｣

の
項

(

井
出
至
氏
執
筆)

。

(

4)
｢

平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問
題｣

(『

国
語
学』

八
七
集
、
昭
和
四
六
年
一
二
月)

。

(

5)

拙
稿

｢『
後
撰
和
歌
集』

の

『

詞
書』

の
語
彙
に
つ
い
て｣

(『

此
島
正
年
博
士
喜

寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢』

昭
和
六
三
年
一
〇
月
、
桜
楓
社)

。

(

6)

拙
稿

｢『

新
勅
撰
和
歌
集』

の

『

詞
書』

の
語
彙
に
つ
い
て｣

(『

城
西
大
学
女
子

短
期
大
学
部
紀
要』

一
九
巻
一
号
、
平
成
一
四
年
三
月)

。

(

7)

犬
養
廉
氏
他
編

『

和
歌
大
辞
典』

(

昭
和
六
一
年
三
月
、
明
治
書
院)

の

｢

九
月

十
三
夜｣

｢

八
月
十
五
夜｣

の
項

(
滝
沢
貞
夫
氏
執
筆)

。

(

8)

久
松
潜
一
・
西
尾
實
氏
校
注

『

歌
論
集

能
楽
論
集』

(

日
本
古
典
文
学
大
系
65

昭
和
三
六
年
九
月
、
岩
波
書
店)

。

(

9)
｢

八
代
集
に
於
け
る

『

隠
る』

『

失
す』

『
亡
く
な
る』

に
つ
い
て｣

(『

桜
文
論
叢』

六
五
巻
、
平
成
一
八
年
一
月)

。

(

10)

拙
稿

｢『

後
葉
和
歌
集』

の

『

詞
書』

の
語
彙
に
つ
い
て｣

(『

城
西
大
学
女
子
短

期
大
学
部
紀
要』

一
一
巻
一
号
、
平
成
六
年
一
月)

。

本

文
語
彙
調
査
や
引
用
に
使
用
し
た
本
文
は
、｢

古
今
詞
書｣

は
佐
伯
梅
友
氏
校
注

『

古
今

和
歌
集』

(

日
本
古
典
文
学
大
系
８

昭
和
三
三
年
三
月
、
岩
波
書
店
。
底
本
は
、
二
条

家
相
伝
本)

、｢

後
撰
詞
書｣

は
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編

『

後
撰
和
歌
集
総
索
引』

(

昭
和
四
〇
年
一
二
月
、
大
阪
女
子
大
学)

の
本
文
編

(

底
本
は
、
高
松
宮
家
蔵
天
福
二

年
本)

、｢

拾
遺
詞
書｣

は
片
桐
洋
一
氏

『

拾
遺
和
歌
集
の
研
究

伝
本
・
校
本
篇』

(

昭

和
四
五
年
一
二
月
、
大
学
堂
書
店)

の
主
底
本

(

底
本
は
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
中

院
通
茂
筆
本)

、｢

後
拾
遺
詞
書｣

は
川
村
晃
生
氏
校
注

『

後
拾
遺
和
歌
集』

(

平
成
三
年

三
月
、
和
泉
書
院
。
底
本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『

後
拾
遺
和
歌
抄』

〈
四
〇
五
・
八
七
�

)

、

｢

金
葉
詞
書｣

は
川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
・
工
藤
重
矩
氏
校
注

『

金
葉
和
歌
集

詞
花
和

歌
集』
(

新
日
本
古
典
文
学
大
系
９

平
成
一
年
九
月
、
岩
波
書
店
。
底
本
は
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
正
宗
文
庫
蔵
伝
二
条
為
明
筆
本)

、｢

詞
花
詞
書｣

は
松
野
陽
一
氏

校
注

『

詞
花
和
歌
集』

(

昭
和
六
三
年
九
月
、
和
泉
書
院
。
底
本
は
、
陽
明
文
庫
蔵
伝
為

広
筆
本)

、｢

千
載
詞
書｣

は
久
保
田
淳
・
松
野
陽
一
氏
校
注

『

千
載
和
歌
集』

(

昭
和
四

四
年
九
月
、
笠
間
書
院
。
底
本
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
伝
冷
泉
為
秀
筆
本)

、｢

新
古
今
詞
書｣

は
久
松
潜
一
・
山
崎
敏
夫
・
後
藤
重
郎
氏
校
注

『

新
古
今
和
歌
集』

(

日
本
古
典
文
学
大

系
28

昭
和
三
三
年
二
月
、
岩
波
書
店
。
底
本
は
、
小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
本)

、｢

新
勅
撰
詞

書｣

は
滝
澤
貞
夫
氏
編

『

新
勅
撰
集
総
索
引』

(

昭
和
五
七
年
一
〇
月
、
明
治
書
院)

の

底
本

(

冷
泉
家
旧
蔵
伝
為
家
筆
定
家
自
筆
識
語
穂
久
邇
文
庫
蔵
本)

、｢

続
後
撰
詞
書｣

は

『

新
編
国
歌
大
観

第
一
巻』

(

昭
和
五
八
年
二
月
、
角
川
書
店)

所
収
本

(

底
本
は
、
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
Ａ
本
〈
四
〇
五
・
八
八
�)

、｢

続
古
今
詞
書｣

は

『

新
編
国
歌
大
観

第

一
巻』

(

昭
和
五
八
年
二
月
、
角
川
書
店)

所
収
本

(

底
本
は
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
藤
原

為
氏
筆
鎌
倉
時
代
写
本)

。
傍
線
筆
者
、
引
用
の
後
の

(
)

内
の
数
字
は
、
引
用
本
文

の
歌
番
号

(｢

詞
花
詞
書｣

は
、
底
本
の
一
連
番
号)

を
示
す
。
ま
た
、
引
用
に
当
た
っ

て
、
漢
字
の
字
体
は
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。

付
記

本
稿
は
、
日
中
言
語
文
化
国
際
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(

解
釈
学
会
・
中
国
社
会
科

学
院
外
国
文
学
研
究
所
共
催

二
〇
〇
六
年
八
月
二
日
・
三
日
、
於
北
京)

に
お
け

る
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
加
筆
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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パ
ー
セ
ン
ト
、
延
べ
語
数
で
一
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。｢

三
代
集
詞

書｣

に
お
け
る
そ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
異
な
り
語
数
で
一
七
・
〇
ポ
イ
ン

ト
、
延
べ
語
数
で
八
・
四
ポ
イ
ン
ト
高
く
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

ま
た
、｢
二
条
家
詞
書｣

と

｢

新
古
今
詞
書｣

と
を
比
較
し
て
も
、
そ
の
差

は
目
に
つ
く
が
、
そ
れ
が
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
漢
語
の
比
率
が
高

ま
る
と
い
う
語
彙
の
一
般
的
な
傾
向
の
枠
内
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

2

品
詞
別
構
成
比
率
か
ら
み
て
、｢

三
代
集
詞
書｣

と
比
較
し
た
場
合
の

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
名
詞
の
比
率
の
高
さ
、
動
詞
の
比
率
の
低
さ
は
、

｢

二
条
家
詞
書｣

を
動
き
の
少
な
い
、
固
定
的
、
類
型
的
な
も
の
に
し
て
い

る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

3

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
連
体
詞

｢

あ
る｣
の
使
用
例
の
少
な
さ
は
、

三
代
集
と
比
較
し
た
場
合
の
二
条
家
三
代
集
に
お
け
る
詠
者
名
の
匿
名
性
の

希
薄
化
の
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

4

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

ひ
や
く
し
ゆ｣

｢

じ
つ
し
ゆ｣

｢
ご
じ
つ
し

ゆ｣
｢

せ
ん
ご
ひ
や
く
ば
ん｣

の
頻
用
は
、
撰
者
の
撰
歌
方
針
の
結
果
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
語
は
、
平
安
末
期
か
ら
の
定
数
歌
の
隆
盛
と
い
う
和

歌
史
の
流
れ
を
踏
ま
え
た
、
あ
る
種
の
時
代
語
と
で
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

5

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

め
い
し
よ｣

の
頻
用
は
、
時
代
の
嗜
好
を

踏
ま
え
た
二
条
家
三
代
集
の
担
い
手
で
あ
る
定
家
や
為
家
ら
の
撰
歌
の
結
果

で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、｢

め
い
し
よ｣

は
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
特

徴
的
使
用
語
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

6

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

の
頻
用
は
、
先
に
挙
げ
た

｢

め
い
し
よ｣

同
様
、
時
代
の
嗜
好
を
踏
ま
え
た
俊
成
を
始
め
と
す
る
二
条

家
三
代
集
の
担
い
手
の
撰
歌
の
結
果
で
あ
る
。
詠
歌
の
場
や
時
の
明
示
に
使

用
さ
れ
た

｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

に
対
す
る
嗜
好
か
ら
す
る
と
、
こ
の

｢

じ
ふ
さ

ん
や｣

は
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
特
徴
的
使
用
語
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

7

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

し
ゆ
つ
く
わ
い｣

の
頻
用
は
、
結
び
題
の

盛
行
や
、
撰
歌
資
料
と
し
て
の

｢

長
秋
詠
草｣

の
重
視
の
結
果
で
あ
る
。
と

同
時
に
、｢

毎
月
抄｣

の
記
述
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の

｢

し
ゆ
つ
く
わ

い｣

と
い
う
語
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

を
特
徴
づ
け
る
語
で
あ
る
と
も
言
え

る
。

8

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

死｣

に
関
す
る
表
現
は
、｢

み
ま
か
る｣

と

と
も
に
、
忌
詞
的
性
格
の
強
い

｢

か
く
る｣

を
中
心
に
使
用
す
る
と
い
う
編

集
方
針
に
よ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

9

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

よ
す｣

の
頻
用
は
、
中
世
に
お
け
る
恋
歌

や
結
び
題
の
隆
盛
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
特
徴
的
使
用

語
で
も
あ
る
。

お
お
む
ね
、
以
上
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
比
率
や
使
用
度

数
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
、
必
ず
し
も
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
点
、
方
法
論
を
含
め
て
今
後
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

注

(

1)
『

古
典
対
照
語
い
表』

の
統
計
表

(

3)
｢

語
種
別
統
計｣

参
照
。
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の
よ
う
に

｢

…
に
よ
せ
て
…｣

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
五
例
中
三
例
は
、

例
42

五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
に
、
寄
雲
恋

(

一
〇
八
一)

の
よ
う
な

｢

恋｣

に
関
す
る
寄
物
題
で
、
他
の
二
例
は
、｢

懐
旧｣

に
関
す
る
寄

物
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

｢

新
勅
撰
詞
書｣
に
は
、
九
例
の
使
用
例
が
あ
る
が
、

例
43

観
音
院
に
御
封
よ
せ
さ
せ
給
け
る
時
の
御
歌

(

五
八
五)

と
い
う
一
例
を
除
き
、
他
の
八
例
は
、

例
44

入
道
二
品
親
王
家
に
五
十
首
歌
よ
み
侍
け
る
に
、
寄
煙
恋

(

六
八
七)

の
よ
う
な

｢

恋｣

に
関
す
る
寄
物
題
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

｢

続
後
撰
詞
書｣

で
は
、

例
45

入
道
前
摂
政
家
恋
十
首
歌
合
に
、
寄
網
恋
(

七
五
七)

の
よ
う
な

｢

恋｣

に
関
す
る
寄
物
題
で
三
六
例
、

例
46

…
来
迎
院
に
て
、
寄
老
人
述
懐
と
い
ふ
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
に

(
一
一
二
〇)

例
47

寄
月
祝
と
い
へ
る
心
を

(

一
三
六
一)

の
よ
う
な

｢

述
懐｣

｢

祝｣

に
関
す
る
寄
物
題
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
例
使
用
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、

例
48

大
日
経
、
所
畏
、
故
能
究
竟
心
無
、
浄
菩
提
心
の
こ
こ
ろ
を
月
に
よ
せ

て
よ
み
侍
り
け
る

(

六
一
七)

の
よ
う
な
使
用
例
も
あ
る
。

以
上
、｢

よ
す｣

の
使
用
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ

れ
を
ま
と
め
る
と
、

1

い
わ
ゆ
る
寄
物
題
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
も
の
で
の
使
用
例
は
、｢

後
拾

遺
詞
書｣

か
ら
出
現
す
る
が
、
頻
用
さ
れ
る
の
は

｢

金
葉
詞
書｣

あ
た
り
か

ら
で
あ
る

2

寄
物
題
で
使
用
さ
れ
る

｢

よ
す｣

は
、｢

新
古
今
詞
書｣

に
お
い
て
も
頻

用
さ
れ
る
が
、
特
に

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
い
て
そ
れ
が
目
立
つ

3

｢

よ
す｣

は
、｢

恋｣

に
関
す
る
寄
物
題
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
る

の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
特
に
、
３
に
関
し
て
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

と

｢

三
代
集
詞
書｣

と
の
間
に
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

筆
者
は
、｢

後
葉
和
歌
集｣

の

｢

詞
書｣

に
お
け
る

｢

こ
ひ

(

恋)｣

の
頻
用
に

つ
い
て
、
恋
歌
の
隆
盛
と
い
う
和
歌
の
史
的
展
開
と
関
連
づ
け
て
考
え
た
こ
と
が

あ
る

(

�)

。｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

よ
す｣

の
頻
用
は
、
上
に
述
べ
た
恋
歌
の

流
行
と
と
も
に
、
中
世
に
お
け
る
結
び
題
の
隆
盛
が
相
俟
っ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
同
時
に
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
特
色
の
一
つ
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
先
に
み
た

｢

二
条
家
詞
書｣

と

｢

新
古
今
詞
書｣

に
お
け
る

｢

よ
す｣

の
使
用
差
が
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

六

以
上
、
二
条
家
三
代
集
の

｢

詞
書｣

に
使
用
さ
れ
た
自
立
語
語
彙
の
使
用
実
態

に
つ
い
て
、
主
と
し
て
三
代
集
の

｢

詞
書｣

に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
し
て
み
て
き

た
。
以
下
、
そ
の
要
点
を
再
掲
し
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

1

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
漢
語
の
比
率
は
、
異
な
り
語
数
で
三
一
・
一

二条家三代集の ｢詞書｣ の語彙について 43( 14 )



る
。
つ
ま
り
、｢

新
古
今
和
歌
集｣

や

｢

続
古
今
和
歌
集｣

が
二
条
家
三
代
集

(｢
新
古
今
和
歌
集｣

の
場
合
は
、｢

千
載
和
歌
集｣)

の
撰
集
方
針
を
必
ず
し
も
踏

襲
し
て
い
な
い
証
左
と
な
る
し
、
ま
た
そ
れ
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

死｣

に
関
す
る
表
現
は
、｢

み
ま
か
る｣

と
と
も
に
、
よ
り
忌
詞
的
性
格
の
強
い

｢

か
く
る｣

を
中
心
と
し
て
使
用
す
る
と
い
う
撰
集
方
針
で
あ
っ
た
証
左
と
も
な

る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
な
ぜ
二
条
家
三
代
集
に
お
い
て
、
よ
り
忌
詞
的
性
格
の
強

い
語
が
使
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
考
え
た
い
。

３

次
に
、｢

よ
す

(

寄)｣

に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

表
9
は
、
八
代
集
の

｢

詞
書｣

、｢

新
勅
撰
詞
書｣
｢

続
後
撰
詞
書｣

に
使
用
さ

れ
た

｢

よ
す

(

寄)｣

の
使
用
度
数
と
、
各

｢

詞
書｣
に
お
け
る
使
用
率
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
そ
の
使
用
実
態
を
み
る
。

｢

後
撰
詞
書｣

に
は
、

例
33

…
御
帳
の
め
く
り
に
の
み
人
は
さ
ふ
ら
は
せ
た
ま
う
て
、
ち
か
う
よ
せ

ら
れ
さ
り
け
れ
は

(

六
八
三)

の
よ
う
な
使
用
例
が
二
例
あ
る
。
ま
た
、｢

後
拾
遺
詞
書｣

に
は
、

例
34

う
へ
の
を
の
こ
ど
も
う
た
よ
み
侍
け
る
に
、
春
心
花
に
よ
す
と
い
ふ
こ

と
を
よ
み
は
べ
り

(

九
五)

の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
寄
物
題
に
類
し
た
使
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、｢

金
葉
詞
書｣

に
は
、

例
35

寄
水
鳥
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る

(

三
六
四)

の
よ
う
な
寄
物
題
で
の
使
用
例
が
八
例
あ
り
、
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も

｢

恋｣

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、｢

詞
花
詞

書｣

に
は
、

例
36

神
祇
伯
顕
仲
ひ
ろ
田
に
て
哥
合
し
侍
と
て
、
寄
月

述
懐
と
い
ふ
事
を
よ
み
て
と
こ
ひ
て
は
べ
り
け
れ
ば

つ
か
は
し
け
る

(

三
四
三)

の
よ
う
な

｢

述
懐｣

に
関
す
る
寄
物
題
で
の
使
用
例
と
、

例
37

所
所
の
名
を
四
季
に
よ
せ
て
人
人
哥
よ
み
侍
け
る

に
、
み
し
ま
江
の
春
の
心
を
よ
め
る

(

二
六
八)

の
よ
う
な
使
用
例
が
あ
る
。

｢

千
載
詞
書｣

で
の
一
一
例
は
、
す
べ
て
寄
物
題
で
の
使

用
例
で
、

例
38

寄
浦
恋
と
い
へ
る
心
を
詠
め
る

(

八
七
七)

の
よ
う
な

｢

恋｣

に
関
す
る
も
の
が
九
例
あ
る
ほ
か
、

例
39

寄
霞
述
懐
の
心
を
詠
め
る

(

一
〇
六
一)

例
40

寄
月
念
極
楽
と
い
へ
る
心
を
詠
み
侍
け
る

(

一
二
〇
五)

の
よ
う
な
使
用
例
も
あ
る
。

｢

新
古
今
詞
書｣

で
の
使
用
例
九
例
中
、
寄
物
題
お
よ
び

そ
れ
に
類
し
た
使
用
例
は
七
例
あ
る
。
う
ち
二
例
は
、

例
41

述
懐
に
よ
せ
て
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時

(

二
二
一)
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表 9

古 今 後 撰 拾 遺 後拾遺 金 葉 詞 花 千 載 新古今 新勅撰 続後撰

よ す 0 2 0 1 8 2 11 9 9 43

使用率 (％) 0.000 0.029 0.000 0.011 0.190 0.075 0.157 0.113 0.178 0.869



２

｢

死｣
を
意
味
す
る
表
現
と
し
て
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
は

｢

か
く
る

(

隠)｣

が
頻
用
さ
れ
て
い
る
。

表
8
は
、
八
代
集
の

｢

詞
書｣

、｢

新
勅
撰
詞
書｣

｢

続
後
撰
詞
書｣

｢

続
古
今
詞

書｣

に
使
用
さ
れ
た

｢
か
く
る｣

と
、
同
様
に

｢

死｣

を
意
味
す
る

｢

う
す

(

失)｣

｢

み
ま
か
る

(

身
罷)｣

｢

な
く
な
る

(

亡)｣

の
使
用
度
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
8
か
ら
は
、｢

か
く
る｣
お
よ
び

｢

み
ま
か
る｣

の
使
用
が
非
常
に
広
範

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、｢

か
く
る｣

は
、｢

千
載
詞
書｣

以
降
、
そ
の
頻

用
が
目
立
つ
点
、｢

な
く
な
る｣

は
、｢

三
代
集
詞
書｣

お
よ
び

｢

後
拾
遺
詞
書｣

に
お
い
て
頻
用
さ
れ
る
が
、｢

金
葉
詞
書｣

以
降
で
は
、｢

新
古
今
詞
書｣

を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
点
、｢

う
す｣

は
、｢

詞
花
詞
書｣

以
降
で
は
、｢

な
く

な
る｣

と
同
様
に

｢

新
古
今
詞
書｣

を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
な
い
点
な
ど

も
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、｢

三
代
集
詞
書｣

で
は

｢
な
く
な
る｣

と

｢

み
ま
か
る｣

が
、
ま
た
、｢

二
条
家
詞
書｣

で
は

｢

か
く
る｣
と

｢
み
ま
か

る｣

が
好
ま
れ
て
い
る
点
、｢

新
古
今
詞
書｣

で
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
い
て

好
ま
れ
た

｢

な
く
な
る｣
｢

う
す｣

も
例
外
的
に
頻
用
さ
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で

き
よ
う
。｢

新
古
今
詞
書｣

に
お
い
て
、｢

か
く
る｣

｢

み
ま
か
る｣

が

｢

二
条
家

詞
書｣

と
同
様
に
頻
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
い
て
ほ
と

ん
ど
使
用
さ
れ
な
い

｢

う
す｣

｢

な
く
な
る｣

も
頻
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に

は
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
い
て

｢

な
く
な

る｣

が
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
い
て

｢

か
く
る｣

が
、
そ
れ
ぞ
れ
頻
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
尚
好
も
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
の
み
に
理
由
を
求
め
る
こ
と
は
出

来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
小
久
保
崇
明
氏
は
、
八
代
集
に

お
け
る

｢

死｣

に
関
す
る
婉
曲
的
表
現
で
あ
る

｢

か
く
る｣

｢

う
す｣

｢

な
く
な
る｣

を
考
察
し
、

｢

な
く
な
る｣

↓

｢

う
す｣

↓

｢

か
く
る｣

と
、

よ
り
婉
曲
度
が
高
く
な
り
、
忌
詞
的
性
格
が
強

い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る

(

９)

。
こ
の
点
を
踏
ま

え
る
と
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
は
、
忌
詞
的
性

格
が
強
い

｢

か
く
る｣

が
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
は
、
そ
れ
が
比
較
的
弱
い

｢

な
く
な
る｣

が

好
ん
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
使
用
差
は
、
や
は
り
撰
集
態
度
が
反
映

さ
れ
た
結
果
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
定
家
が
撰
者
の
一
人
と

し
て
加
わ
っ
た

｢

新
古
今
詞
書｣

に

｢

な
く
な

る｣

が
一
〇
例
、｢

う
す｣

が
四
例
使
用
さ
れ

て
い
る
点
や
、
為
家
が
、
為
家
に
批
判
的
な
藤

原
光
俊

(

真
観)

ら
と
と
も
に
撰
し
た

｢

続
古

今
詞
書｣

に

｢

う
す｣

｢

な
く
な
る｣

が
各
二

例
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
意
味
を
持
っ
て
く
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表 8

古 今 後 撰 拾 遺 後拾遺 金 葉 詞 花 千 載 新古今 新勅撰 続後撰 続古今

かくる 3(3) 4(3) 3(1) 9(1) 6 3 21(1) 17 11 6 12

うす 1 2(1) 4 15 3 0 0 4 0 0 2

みまかる 18 13 1 21 3 7 21 26 12 12 17

なくなる 2 7(1) 17 14 0 0 2 10 0 0 2

＊注 ( ) 内は, うち ｢死｣ 以外の意味の用例数



の
、
他
は
お
お
む
ね

｢

千
載
詞
書｣

で
の
使
用
実
態
と
同
様
で
あ
る
。

以
上
、｢

し
ゆ
つ
く
わ
い｣

の
使
用
実
態
を
具
体
的
に
み
て
き
た
が
、
そ
の
用

法
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
7
で
あ
る
。
こ
の
表
7
か
ら
は
、

1

｢

千
載
詞
書｣

以
降
、｢

新
古
今
詞
書｣

を
除
き
、
結
び
題
と
し
て
の
使
用

例
が
複
数
あ
る

2

｢

述
懐
の
心｣
と
い
う
使
用
例
が

｢

新
古
今
詞
書｣

に
多
く
、
対
し
て

｢

述
懐
の
歌｣

と
い
う
使
用
例
が

｢

二

条
家
詞
書｣

に
多
い

3
｢

述
懐
百
首
歌｣

と
い
う
使
用
例
が

｢
千
載
詞
書｣

｢

新
古
今
詞
書｣

に
あ
る

な
ど
が
わ
か
る
。

3
に
関
し
て
は
、
そ
の
多
く
が

｢

長
秋
詠

草｣

か
ら
採
歌
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
撰
歌

資
料
と
し
て
の

｢

長
秋
詠
草｣
の
重
視
を
、

そ
の
因
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
1
に
関
し
て

は
、
結
び
題
の
盛
行
と
い
う
和
歌
史
の
流
れ

か
ら
し
て
当
然
と
も
言
え
る
も
の
で
は
あ
る

が
、｢

二
条
家
詞
書｣

よ
り
も

｢

新
古
今
詞

書｣

に
お
い
て
そ
れ
が
少
な
い
理
由
に
関
し

て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
あ
る
い

は
、
2
と
も
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、｢

毎
月
抄｣

に
は
、

又
、
恋
・
述
懐
な
ど
や
う
の
題
を
得
て
は
、
ひ
と
へ
に
た
ゞ
有
心
の
躰
を
の

み
よ
む
べ
し
と
お
ぼ
え
て
候

(

８)

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
は

｢

述
懐｣

が

｢

有
心｣

と
結
び
つ
け
ら
れ
て
お

り
、
俊
成
・
定
家
ら
二
条
家
三
代
集
の
担
い
手
に
と
っ
て

｢

述
懐｣

は
、
重
要
な

意
味
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

｢

し
ゆ
つ
く
わ
い｣

は
、
表
6
を
み
て

も
わ
か
る
よ
う
に
、
中
世
和
歌
史
上
の
重
要
な
用
語
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ

ば
、
時
代
語
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、｢

毎
月
抄｣

に
お
け
る
記
述
や
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
頻
用
か
ら
す
る
と
、
こ
の

｢

し

ゆ
つ
く
わ
い｣

は
、
二
条
家
三
代
集
を
特
徴
づ
け
る
語
で
あ
る
と
も
言
え
、
そ
の

重
要
性
が
結
果
的
に

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

し
ゆ
つ
く
わ
い｣

頻
用
に
つ

な
が
っ
た
と
言
え
る
。

五

１

次
に
、
非
共
通
基
幹
語
の
う
ち
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
い
て
も
使
用
例
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
に
所
属
す
る
の
は
、
表
3
に
お
い
て

｢
非
共
通
基
幹
語｣

と
す
る
六
〇
語
の
う
ち
、
四
―
2
で
示
し
た
一
八
語
を
除
い

た
四
二
語
で
あ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
語
に
つ
い
て
具
体
的
に
ふ
れ
た
い
。
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表 7

金 葉 詞 花 千 載 新古今 新勅撰 続後撰

結び題 0 1 3 1 3 4

…の心 1 0 4 7 5 2

…の歌 0 1 13 1 9 4

歌題 0 0 0 1 1 1

述懐百首歌 0 0 2 6 0 0



に
｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

が
頻
用
さ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

５

次
に
、｢
し
ゆ
つ
く
わ
い

(

述
懐)｣

に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

表
6
は
、
八
代
集
の

｢

詞
書｣

、｢

新
勅
撰
詞
書｣

｢

続
後
撰
詞
書｣

に
使
用
さ

れ
た

｢

し
ゆ
つ
く
わ
い｣
の
使
用
度
数
と
、
各

｢

詞
書｣

に
お
け
る
使
用
率
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
6
を
一
瞥
す
る
と

｢

し
ゆ
つ
く
わ
い｣

は
、
主
と

し
て

｢

千
載
詞
書｣

以
降
で
使
用
さ
れ
る
中
世
的
な
語
で
あ
り
、
し
か
も
使
用
率

か
ら
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

と

｢

新
古
今
詞
書｣

と
の
間
に
、
相
当
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
具
体
的
に
み
る
と
、｢

金
葉
詞
書｣

に
は
、

例
24

百
首
歌
中
に
述
懐
の
心
を
よ
め
る

(
五
九
五)

の
よ
う
な
使
用
例
が
、｢

詞
花
詞
書｣

に
は
、

例
25

神
祇
伯
顕
仲
ひ
ろ
田
に
て
哥
合
し
侍
と
て
、
寄
月
述
懐
と
い
ふ
事
を
…

(

三
四
三)

の
よ
う
な
結
び
題
で
の
使
用
例
と
、

例
26

新
院
位
に
お
は
し
ま
し
し
時
、
う
へ
の
を
の
こ
と
も
を
め
し
て
述
懐
の

歌
よ
ま
せ
さ
せ
給
け
る
に
…

(

三
七
三)

の
よ
う
な
使
用
例
が
あ
る
。

｢

千
載
詞
書｣

に
は
、

例
27

年
頃
修
行
に
ま
か
り
歩
き
け
る
が
、
帰
り
ま
う
で
来
て
、
月
前
述
懐
と

い
へ
る
心
を
詠
め
る

(

九
九
二)

の
よ
う
な
結
び
題
で
の
使
用
例
が
、
計
三
例
、｢

金
葉
詞
書｣

に
お
け
る
例
24
と

同
様
な
、

例
28

…
百
首
歌
奉
り
け
る
時
、
述
懐
の
心
を
詠
め
る

(

一
〇
二
二)

の
よ
う
な

｢

述
懐
の
心｣

と
す
る
使
用
例
が
、
計
四
例
、

｢

詞
花
詞
書｣

に
お
け
る
例
26
と
同
様
な
、

例
29

賀
茂
の
社
の
歌
合
に
、
述
懐
歌
と
て
詠
め
る

(

一
一
四
三)

の
よ
う
な

｢

述
懐

(

百
首)

歌｣

と
す
る
使
用
例
が
、
計
一

五
例

(

う
ち
二
例
は

｢

述
懐
百
首
歌｣)

あ
る
。
ま
た
、｢

新

古
今
詞
書｣

に
お
い
て
も
、｢

千
載
詞
書｣

に
お
け
る
使
用

実
態
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
結
び
題
中
で
の
使
用
例
が
一
例
、

｢

述
懐
の
心｣

と
す
る
使
用
例
が
七
例
、｢

述
懐
の
歌｣

と
い

う
使
用
例
が
一
例
、｢

述
懐
の
百
首
歌｣

と
す
る
使
用
例
が

六
例
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
ほ
か
、

例
30

述
懐
に
よ
せ
て
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
時

(

二
二
一)

の
よ
う
な
使
用
例
も
あ
る
。
な
お
、｢

新
勅
撰
詞
書｣

に
は
、

例
31

百
首
歌
の
中
に
述
懐

(

一
一
三
五)

の
よ
う
な
、｢

続
後
撰
詞
書｣

に
は
、

例
32

権
僧
正
円
経
す
す
め
侍
り
け
る
春
日
社
名
所
十
首

歌
に
、
述
懐

(

一
一
六
七)

の
よ
う
な
、
独
立
し
た
歌
題
と
し
て
の
使
用
例
も
あ
る
も
の

二条家三代集の ｢詞書｣ の語彙について 47( 10 )

表 6

古 今 後 撰 拾 遺 後拾遺 金 葉 詞 花 千 載 新古今 新勅撰 続後撰

しゆつくわい 0 0 0 0 1 2 22 16 18 11

使用率(％) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.024 0.075 0.314 0.201 0.356 0.222



れ
る
。

筆
者
は
、
か
つ
て

｢

新
勅
撰
詞
書｣

に
お
け
る

｢

め
い
し
よ｣

の
頻
用
に
つ
い

て
、

平
安
中
期
以
降
の
名
所
歌
合
の
流
行
、
そ
れ
に
続
く
名
所
題
百
首
歌
の
出
現

な
ど
、
時
代
の
嗜
好
を
踏
ま
え
た
撰
者
定
家
の
撰
歌
の
結
果
と
も
言
え
る
も

の
で
あ
ろ
う

(

６)

と
し
た
が
、｢

二
条
家
詞
書｣
に
お
け
る

｢

め
い
し
よ｣

の
頻
用
は
、
時
代
の
嗜

好
で
あ
る
と
と
も
に
、
定
家
や
、
そ
の
詠
風
を
継
い
だ
為
家
の
嗜
好
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、｢

め
い
し
よ｣
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
特
徴
的
使
用
語
で

あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

４

次
に
、｢

じ
ふ
さ
ん
や

(

十
三
夜)｣

に
つ
い
て
、｢

じ
ふ
ご
や

(

十
五
夜)｣

と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
ふ
れ
た
い
。

歌
題
と
し
て
の

｢

じ
ふ
さ
ん
や｣
｢

じ
ふ
ご
や｣

は
、
勅
撰
集
に
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
ず

(

７)

、
そ
の
用
例
の
多
く
は
、

例
20

後
冷
泉
院
の
御
時
、
九
月
十
三
夜
月
の
宴
侍
け
る
に
、
詠
み
侍
け
る

(｢

千
載
詞
書｣

三
三
五)

例
21

九
月
十
三
夜
十
首
歌
合
に
、
お
い
の
の
ち
は
じ
め
て
め
し
い
だ
さ
れ
て
、

名
所
月
と
い
へ
る
こ
と
を

(｢

続
後
撰
詞
書｣

一
〇
七
三)

例
22

八
月
十
五
夜
、
和
歌
所
に
て
、
月
前
恋
と
い
ふ
こ
と
を

(｢

新
古
今
詞
書｣

一
二
八
二)

例
23

延
喜
御
時
、
八
月
十
五
夜
月
宴
歌

(｢

新
勅
撰
詞
書｣

二
五
四)

の
よ
う
に
、
詠
歌
の
場
や
時
の
明
示
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

表
5
は
、
八
代
集
の

｢

詞
書｣

、｢

新
勅
撰
詞
書｣

｢

続
後

撰
詞
書｣

、
お
よ
び
、｢

続
古
今
和
歌
集｣

の

｢

詞
書｣

(

以

下
、｢

続
古
今
詞
書｣

と
略
称
す
る)

に
お
け
る

｢

じ
ふ
さ

ん
や｣

｢

じ
ふ
ご
や｣

の
使
用
度
数
で
あ
る
。
こ
の
表
5
か

ら

｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

は
、
中
世
に
な
っ
て
比
較
的
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
点
、｢

じ
ふ
ご
や｣

は
、
八
代
集
に
お
い

て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
が
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、｢

千
載
詞
書｣

に
お
い

て
は
、｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

の
み
使
用
し
、
反
対
に
、｢

新
古

今
詞
書｣

に
お
い
て
は
、｢

じ
ふ
ご
や｣

の
み
使
用
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
月
に
対
す
る
撰

者
の
嗜
好
が
、｢

千
載
和
歌
集｣

と

｢

新
古
今
和
歌
集｣

と

の
間
で
微
妙
に
相
違
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

表
5
か
ら
は
、｢

新
勅
撰
詞
書｣

に
お
い
て
は
、｢

じ
ふ
ご

や｣

が
多
く
、｢

続
後
撰
詞
書｣

や

｢

続
古
今
詞
書｣

で
は
、

｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

が
再
逆
転
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
が
、

こ
れ
ら
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
詠
歌
の
場
や
時
と
し
て
の

｢

じ
ふ
さ
ん
や｣

に
対
す
る
嗜
好
は
、
二
条
家
三
代
集
に
お

け
る
特
色
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て

｢

二
条
家
詞
書｣
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表 5

古 今 後 撰 拾 遺 後拾遺 金 葉 詞 花 千 載 新古今 新勅撰 続後撰 続古今

じふさんや 0 0 0 1 1 1 3 0 1 16 10

じふごや 0 2 4 4 5 2 0 8 3 9 6



や
う
じ

(

法
性
寺)｣

も
、
三
代
集
成
立
以
後
の
人
物
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら

｢

三
代
集
詞
書｣

に
は
使
用
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
以

上
の
語
以
外
に
、
こ
の
一
八
語
の
中
に
は
、
問
題
に
な
り
そ
う
な
語
が
散
見
す
る

の
で
、
以
下
、
い
く
つ
か
ふ
れ
た
い
。

３

表
4
は
、
八
代
集
の

｢
詞
書｣

、
お
よ
び
、｢

新
勅
撰
詞
書｣

｢

続
後
撰
詞
書｣

に
お
け
る
定
数
歌
に
関
す
る

｢
ひ
や
く
し
ゆ

(

百
首)｣

｢

じ
つ
し
ゆ

(

十
首)｣

｢

ご
じ
つ
し
ゆ

(

五
十
首)｣

｢

せ
ん
ご
ひ
や
く
ば
ん

(

千
五
百
番)｣

の
使
用
度
数

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
4
か
ら
す
る
と
、｢

ひ
や
く
し
ゆ｣

を
除
き
、

平
安
時
代
末
期
か
ら
の
定
数
歌
の
隆
盛
と
、
そ
れ
ら
の
歌
合
を
重
要
な
採
歌
資
料

と
し
た
結
果
、｢

二
条
家
詞
書｣

や

｢

新
古
今
詞
書｣
に
お
い
て
頻
用
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
こ
れ
ら
の
語
の
頻
用

は
、
撰
者
の
撰
歌
方
針
の
結
果
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
語
は
、
あ
る
種
の
時
代
語
と

も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢
め
い
し
よ

(

名
所)｣

の
頻
用
も
同
様
な
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、｢
め
い
し

よ｣

に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

｢

め
い
し
よ｣

は
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
い
て
四
一
例

(｢

新
勅
撰
詞
書｣

一

三
例
、｢

続
後
撰
詞
書｣

二
八
例)

使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、｢

新
古
今
詞
書｣

に
お
い
て
も
一
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

例
13

教
長
卿
、
名
所
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に

(

一
六
〇
七)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

｢

新
勅
撰
詞
書｣

に
お
い
て
は
、｢

新
古
今
詞
書｣

と
同
様
な
、

例
14

名
所
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
あ
し
や

(

一
二
八
四)

の
よ
う
な
使
用
例
や
、

例
15

名
所
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
よ
め

る

(

一
二
九
七)

の
よ
う
な
使
用
例
と
と
も
に
、

例
16

前
関
白
家
歌
合
に
、
名
所
月

(

一
二
七
七)

の
よ
う
な
歌
題
中
で
の
使
用
例
も
、
計
七
例
み
ら

れ
る
。
ま
た
、｢

続
後
撰
詞
書｣

に
お
い
て
も
、

例
17

名
所
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時

(

一
三
四)

の
よ
う
な
、｢

新
古
今
詞
書｣

と
同
様
な
使
用
例

や
、例

18

春
日
社
に
て
名
所
歌
十
首
歌
人
人
に
す

す
め
て
よ
ま
せ
侍
り
け
る
時
、
花
を

(

九
九)

の
よ
う
な
使
用
例
と
と
も
に
、

例
19

建
保
三
年
内
大
臣
家
の
百
首
歌
に
、
名

所
花

(

六
五
七)

の
よ
う
な
歌
題
中
の
使
用
例
も
、
計
一
一
例
み
ら

二条家三代集の ｢詞書｣ の語彙について 49( 8 )

表 4

古 今 後 撰 拾 遺 後拾遺 金 葉 詞 花 千 載 新古今 新勅撰 続後撰

ひやくしゆ 0 0 4 1 23 15 157 192 118 123

じつしゆ 0 0 0 0 6 1 10 8 11 60

ごじつしゆ 0 0 0 0 0 0 0 64 17 20

せんごひやくばん 0 0 0 0 0 0 0 56 18 12



こ
こ
で
基
幹
語
と
す
る
の
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

お
よ
び

｢

二
条
家
詞
書｣

に

お
け
る
延
べ
語
数
の
、
お
お
む
ね
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数

(｢

三
代
集
詞

書｣
一
六
、｢

二
条
家
詞
書｣

一
七)

を
持
つ
語
で
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
い
て

は
、
異
な
り
語
数
で
一
五
三
、
延
べ
語
数
で
一
〇
三
五
三
、｢

二
条
家
詞
書｣

に

お
い
て
は
、
異
な
り
語
数
で
一
四
三
、
延
べ
語
数
で
一
二
〇
三
一
で
あ
る
。

表
3
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
語
彙
お
よ
び

｢

三
代
集
詞
書｣

の
語
彙
を
、
そ

れ
ぞ
れ
累
積
使
用
率
に
よ
っ
て
一
〇
段
階
に
分
け
、｢

二
条
家
詞
書｣

お
よ
び

｢

三
代
集
詞
書｣

の
基
幹
語
彙
に
関
す
る
部
分
の
み
抜
き
出
し
、
前
者
を
基
準
と

し
て
、
各
段
階
に
お
け
る
異
な
り
語
所
属
語
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

｢

非
共
通
基
幹
語｣

と
し
た
の
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
基
幹
語
彙
の
う
ち
、

｢

三
代
集
詞
書｣

に
使
用
例
が
な
い
も
の
、
お
よ
び
、
使
用
例
は
あ
る
も
の
の
、

｢

三
代
集
詞
書｣

の
基
幹
語
彙
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
表
3
か
ら
、

｢

二
条
家
詞
書｣

の
特
徴
的
使
用
語
を
抽
出
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
所
属
段
階
差

が
上
、
下
各
二
段
階
以
上
あ
る
語
、
お
よ
び
、
非
共
通
基
幹
語
を
も
っ
て

｢

二
条

家
詞
書｣

の
特
徴
的
使
用
語
と
し
た
。
上
の
よ
う
な
も
の
を
特
徴
的
使
用
語
と
す

る
と
、
そ
れ
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
②
段
階
に
一
語
、
③
段
階
に
三
語
、

④
段
階
に
二
語
、
⑤
段
階
に
一
〇
語
、
⑥
段
階
に
二
一
語
、
⑦
段
階
に
四
五
語
、

⑧
段
階
に
九
語
の
、
計
九
一
語
と
な
る
。

２

非
共
通
基
幹
語
は
、
表
3
で
わ
か
る
よ
う
に
、
異
な
り
語
数
で
六
〇
語
あ
る
。

う
ち
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

じ
つ
し
ゆ

(

十
首)

・
ほ
り
か
は
ゐ
ん

(

堀
川
院)

・
く
わ
ん
ぱ
く

(

関
白)

・

け
ん
ぽ
う

(

建
保
・
年
号)

・
ご
じ
つ
し
ゆ

(

五
十
首)

・
し
ゆ
つ
く
わ
い

(

述
懐)

・
め
い
し
よ(

名
所)

・
い
は
ひ(

祝)

・
き
う
あ
ん(

久
安
・
年
号)

・

じ
ふ
さ
ん
や

(

十
三
夜)

・
じ
ゆ
だ
い

(

入
内)

・
す
と
く
ゐ
ん

(

崇
徳
院)

・

せ
ん
ご
ひ
や
く
ば
ん(

千
五
百
番)

・
な
い
だ
い
じ
ん(

内
大
臣)

・
ほ
ふ
し
や

う
じ(

法
性
寺)

・

ろ
く
ね
ん(

六
年)

・

く
さ

(

草)

・
し

か

(

鹿)

の
一
八
語
で
あ
る
。

う
ち
、｢

き
う
あ
ん

(

久
安)

｣
｢

け
ん
ぽ
う

(

建
保)

｣

と
い
う
二

語
は
、
平
安
時
代
末

期
以
降
の
年
号
で
あ

り
、
三
代
集
成
立
時

に
は
存
在
し
得
な
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

人
物
に
関
す
る

｢

ほ

り
か
は
ゐ
ん

(

堀
川

院)
｣
｢

す
と
く
ゐ
ん

(

崇
徳
院)

｣
｢

ほ
ふ
し
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表 3

共 通
基幹語

｢三代集詞書｣ の語彙における所属段階 非共通
基幹語1 2 3 4 5 6 7

1 1 1 0 0 0 0 0 0 0

2 3 0 1 1 0 1 0 0 0

3 3 2 0 1 0 0 0 0 1

4 6 1 0 1 2 2 0 0 1

5 15 0 3 4 2 4 2 0 3

6 19 0 0 0 5 7 4 3 16

7 35 0 0 0 5 9 15 6 31

8 1 0 0 0 0 0 1 0 8

計 83 4 4 7 14 23 22 9 60



用
さ
れ
て
い
る
。

｢
拾
遺
詞
書｣

に
は
、
詞
書
で
一
五
例
、
左
注
で
一
例
の
、
計
一
六
例
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、

例
9

あ
る
人
の
う
ふ
や
に
ま
か
り
て

(

二
七
〇)

例
10

五
月
五
日
あ
る
女
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

(

七
六
七)

の
よ
う
な
、｢

あ
る
人｣
と
す
る
四
例
、｢

あ
る
女｣

と
す
る
一
例
を
除
き
、
比
較

的
長
い

｢

詞
書｣

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
六
例
中
八
例
は

｢

よ

み
人
し
ら
ず｣

歌
、
ま
た
は
、
詠
者
名
を
欠
く
和
歌
の

｢

詞
書｣

で
使
用
さ
れ
て

い
る
。

以
上
、｢

三
代
集｣

に
お
け
る

｢

あ
る｣
の
使
用
実
態
を
具
体
的
に
み
た
が
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

1

説
明
的
な
、
比
較
的
長
文
の

｢

詞
書｣

に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
2

左
注
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る

3

詠
者
名
を
記
さ
な
い
も
の
、
ま
た
は
、｢

よ
み
人
知
ら
ず｣
と
す
る
も
の

が
比
較
的
多
い

の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
で
は
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る

｢

あ
る｣

は
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
具
体
的
に
み
た
い
。

｢

千
載
詞
書｣

の
使
用
例
は
、

例
11

服
に
侍
り
け
る
時
、
或
る
上
人
の
来
れ
り
け
る
が
、
墨
染
の
袈
裟
を
忘

れ
て
取
り
に
遣
し
た
り
け
る
、
遣
す
と
て
詠
め
る

(

五
八
〇)

と
い
う
も
の
。
ま
た
、｢

続
後
撰
詞
書｣

の
使
用
例
は
、

例
12

円
盛
法
師
て
な
ら
ひ
し
て
侍
り
け
る
障
子
を
、
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
た
づ

ね
ら
れ
け
る
つ
か
は
す
と
て

(

一
一
五
一)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
二
例
と
も
比
較
的
長
文
の
説
明
的
な
詞
書
に

お
い
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、｢

三
代
集
詞
書｣

で

の
使
用
例
と
相
違
は
な
い
。
た
だ
、
使
用
例
が
少
な
い
の
で
確
と
は
言
え
な
い
が
、

左
注
で
の
使
用
例
が
な
い
点
、
二
例
と
も
詠
者
名
が
記
さ
れ
た
和
歌
の
詞
書
で
使

用
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

の
場
合
と
相
違
が
み
ら
れ
る
。
三
代

集
と
比
較
し
た
場
合
、
二
条
家
三
代
集
は
、｢

よ
み
人
知
ら
ず｣

歌
や
詠
者
名
を

記
さ
な
い
和
歌
が
少
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
詠
者
名
の
匿
名
性
の
希
薄
化
が
結
果

的
に
、
事
物
を
漠
然
と
さ
す

｢

あ
る｣

と
い
う
語
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
結
局
、｢

詞
書｣

や
詠
者
名
表
記
に
お
け
る
形
式
の
統
一
を
図

ろ
う
と
す
る
撰
者
の
編
纂
・
撰
集
方
針
の
結
果
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、｢

あ
る｣

以
外
の
連
体
詞
に
お
い
て
も
、｢

あ
る｣

の
場
合
ほ
ど
極
端
で
は

な
い
も
の
の
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
使
用
度
数
が

｢

三
代
集
詞
書｣

に
お

け
る
そ
れ
よ
り
も
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
両
者
に
お
け
る
相
違
も
、｢

あ
る｣

の
場

合
と
同
様
の
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

１

次
に
、｢
三
代
集
詞
書｣

と

｢

二
条
家
詞
書｣

の
基
幹
語
彙
を
通
し
て
、｢

二
条

家
詞
書｣

の
使
用
語
彙
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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と
、｢

千
載
詞
書｣

に
お
い
て
形
容
詞
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、｢
平
安
和
文
基
本
語
彙｣

と
共
通
す
る
も
の
は
一
〇
語

(

う
ち
、｢

千
載
詞
書｣

単
独
使
用
語
と
共
通
す
る
も
の
六
語)

、
共
通
し
な
い
も
の
九
語
と
な
る
。
し
た

が
っ
て
、｢
二
条
家
詞
書｣

に
の
み
使
用
さ
れ
た
形
容
詞
の
う
ち
、｢

平
安
和
文
基

本
語
彙｣

と
共
通
す
る
も
の
は
約
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
が
、
こ
の
数
値
は
、

｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
け
る
同
様
な
数
値
、
約
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
し
、
注

目
に
値
す
る
低
さ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
形
容
詞
に
関
し
て
み
て
き
た
が
、｢

三
代
集
詞
書｣

と

｢

二
条
家
詞
書｣

と
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
形
容
詞
は
、｢

平
安
和
文
基
本
語
彙｣

と
の
共

通
性
が
高
く
、
ま
た
、
実
際
の
使
用
に
当
た
っ
て
も
、｢

詞
書｣

と
し
て
の
要
素

に
関
わ
る
、
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、｢

三
代
集
詞
書｣

と

｢

二
条
家
詞
書｣

と
に
単
独
使
用
さ
れ
て
い
る
形
容
詞
を
み
る
と
、
各
作
品
の

成
立
年
代
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
単
独
使
用

さ
れ
た
形
容
詞
の
方
が

｢

三
代
集
詞
書｣

に
単
独
使
用
さ
れ
た
形
容
詞
よ
り
も
、

｢

平
安
和
文
基
本
語
彙｣

と
の
共
通
性
が
低
い
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
な
お
、
そ

れ
ぞ
れ
に
単
独
使
用
さ
れ
た
形
容
詞

(

群)

を
み
る
と
、
複
合
し
た
も
の
が
比
較

的
多
い
と
い
う
特
徴
は
み
う
け
ら
れ
た
が
、
両
群
の
所
属
語
に
は
、
必
ず
し
も
明

確
な
差
は
見
出
し
え
な
か
っ
た
。

４

次
に
、
形
容
語
の
う
ち
、
そ
の
使
用
が
特
徴
的
と
も
思
え
る
連
体
詞
の

｢

あ
る｣

に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

｢

あ
る｣

は
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
五
五
例

(｢

古
今
詞
書｣

に
二
六
例
、｢

後
撰

詞
書｣

に
一
三
例
、｢

拾
遺
詞
書｣

に
一
六
例)

、｢

二
条
家
詞
書｣

に
二
例

(｢

千

載
詞
書｣
｢

続
後
撰
詞
書｣

に
各
一
例)

、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

｢

古
今
詞
書｣

の
二
六
例
の
う
ち
二
四
例
は
、

例
5

あ
る
人
の
い
は
く
、
さ
き
の
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
の
哥
也

(

七
、
左
注)

の
よ
う
に
左
注
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
で
の
使
用
例
は
、

例
6

女
の
お
や
の
お
も
ひ
に
て
山
で
ら
に
侍
り
け
る
を
、
あ
る
人
の
と
ぶ
ら

ひ
つ
か
は
せ
り
け
れ
ば
、
返
り
事
に
よ
め
る

(

八
四
四)

と
、
他
に
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が

｢

よ
み
人
し
ら
ず｣

歌

で
あ
り
、｢

詞
書｣

お
よ
び
詠
者
名
が
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
歌
番
号

三
五
五
の
一
首
に
す
ぎ
な
い
。

｢

後
撰
詞
書｣

に
は
、

例
7

お
な
し
御
時
、
み
つ
し
所
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
こ
ろ
、
し
つ
め
る
よ
し
を

な
け
き
て
御
覧
せ
さ
せ
よ
と
お
ほ
し
く
て
、
あ
る
蔵
人
に
を
く
り
て
侍
け

る
十
二
首
か
う
ち

(

一
九)

例
8

あ
る
所
に
す
の
ま
へ
に
、
か
れ
こ
れ
物
か
た
り
し
侍
け
る
を
き
ゝ
て
、

う
ち
よ
り
女
の
こ
ゑ
に
て
あ
や
し
く
物
の
あ
は
れ
し
り
か
ほ
な
る
お
き
な

か
な
と
い
ふ
を
き
ゝ
て

(

一
二
七
二)

の
よ
う
な
用
例
が
、
計
一
三
例
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
詞
書
で
の
使
用
例
で
あ
り
、

説
明
的
な
、
比
較
的
長
い
詞
書
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
三
例
中

八
例
は
、｢

よ
み
人
し
ら
ず｣

歌
、
ま
た
は
、
詠
者
名
を
欠
く
和
歌
の
詞
書
で
使
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け
る
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
語
、
二
三
語
で
あ
る
。

共
通
す
る
形
容
詞
の
中
に
は
、
六
作
品
に
共
通
す
る

あ
か
し

(

明
・
赤)

・
お
な
じ

(

同)

・
と
ほ
し

(

遠)

・
な
し

(

無)

・
ひ
さ

し

(
久)

や
、
五
作
品
に
共
通
す
る

い
た
し

(

甚
・
痛)
・
お
ほ
し

(

多)

・
お
も
し
ろ
し

(

面
白)

・
ち
か
し

(

近)

・
は
か
な
し

(
果
無)
・
ふ
か
し

(

深)

・
ふ
る
し

(

古)

な
ど
も
属
す
る
一
方
、
二
作
品
に
し
か
共
通
し
な
い

し
た
し

(

親)

・
た
の
も
し

(

頼)
・
む
つ
ま
し

(

睦)

・
よ
し

(

良
・
好)

・

よ
わ
し

(

弱)

・
わ
か
し

(

若)

の
よ
う
な
も
の
も
属
し
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
語
の
多
く
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た

｢

平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙｣

(

以

下
、｢

平
安
和
文
基
本
語
彙｣

と
略
称
す
る

(

４))

と
共
通
す
る
。
と
同
時
に
、

例
1

お
な
じ
御
時
、
き
さ
い
の
宮
の
哥
合
の
う
た

(｢

古
今｣
一
七
八)

例
2

四
五
月
許
、
と
を
き
く
に
へ
ま
か
り
く
た
ら
む
と
す
る
こ
ろ
、
郭
公
を

き
ゝ
て

(｢

後
撰｣

一
七
六)

例
3

白
河
院
花
御
覧
じ
に
お
ま
し
ま
し
け
る
に
、
召
し
な
か
り
け
れ
ば
、
詠

み
て
奉
り
侍
り
け
る

(｢

千
載｣

四
三)

例
4

永
保
二
年
二
月
后
の
宮
に
て
、
梅
花
久
薫
と
い
へ
る
心
を
詠
み
侍
り
け

る

(｢

千
載｣

一
八)

の
よ
う
な
使
用
例
で
わ
か
る
よ
う
に
、｢

詞
書｣

に
使
用
さ
れ
る
の
も
然
る
べ
き

も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、｢

三
代
集
詞
書｣

と

｢

二
条
家
詞
書｣

に
共
通
し
な
い
形
容
詞
に
つ
い

て
ふ
れ
た
い
。

ま
ず
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
使
用
さ
れ
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
は
使
用
さ
れ
な
い

形
容
詞
を
み
る
と
、
こ
こ
に
所
属
す
る
の
は
、
上
記
し
た
よ
う
に
、
異
な
り
語
数

で
四
〇
語
、
延
べ
語
数
で
八
三
語
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
そ
の
多
く
が

｢

後
撰
詞
書｣

に
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

｢

後
撰
詞
書｣

に
は
、
異
な
り
語
数
で
二
九
語
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
、｢

古

今
詞
書｣

｢

拾
遺
詞
書｣

の
両
方
、
ま
た
は
一
方
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は

五
語
で
あ
り
、
他
の
二
四
語
は
、｢

後
撰
詞
書｣

に
お
け
る
単
独
使
用
語
で
あ
る
。

な
お
、｢

古
今
詞
書｣

単
独
使
用
語
は
五
語
、｢

拾
遺
詞
書｣

単
独
使
用
語
は
五
語

と
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
所
属
す
る
四
〇
語
の
う
ち
、
先
の

｢

平
安
和
文
基
本
語

彙｣

と
共
通
す
る
も
の
は
二
五
語
、
共
通
し
な
い
も
の
は
一
五
語
と
な
る
。
共
通

す
る
二
五
語
の
う
ち
、｢

後
撰
詞
書｣

に
お
け
る
単
独
使
用
語
は
一
四
語
と
、
非

常
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。｢

後
撰
詞
書｣

の
語
彙
に
お
け
る
物
語
的
性
格
の
強

さ
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る

(

５)

が
、
こ
の
よ
う
な

｢

平
安
和
文
基

本
語
彙｣

と
の
共
通
性
の
高
さ
は
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
使
用
さ
れ
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
使
用
さ
れ
な
い
形

容
詞
を
み
る
と
、
こ
こ
に
所
属
す
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
異
な
り
語
数
で
一

九
語
、
延
べ
語
数
で
二
三
語
で
あ
る
。
う
ち
、｢

千
載
詞
書｣

に
の
み
使
用
さ
れ

た
も
の
は
、
異
な
り
語
数
で
一
三
語
で
あ
る
。
同
様
に
、｢

新
勅
撰
詞
書｣

に
の

み
使
用
さ
れ
た
も
の
は
三
語
、｢

続
後
撰
詞
書｣

に
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の
は
二

語
、｢

千
載
詞
書｣
と

｢

新
勅
撰
詞
書｣

の
二
作
品
に
使
用
さ
れ
た
も
の
は
一
語
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今
詞
書｣

に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
で
の
品
詞
別
構
成
比
率
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
比
率
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

と
比
較
し
た
場
合
、
名

詞
の
比
率
が
高
く
、
動
詞
の
比
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
形
容
語

(

形
容

詞
・
形
容
動
詞
・
副
詞
・
連
体
詞)

の
比
率
を
み
る
と
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お

け
る
そ
れ
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
け
る
そ
れ
の
、
そ
れ
ぞ
れ

七
二
パ
ー
セ
ン
ト(

異
な
り
語)

、

四
八
パ
ー
セ
ン
ト

(

延
べ
語)

程
度
し
か
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
低
さ
が
目
に
つ
く
。
ま
た
、

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
比

率
を

｢
古
今
詞
書｣

に
お
け
る

比
率
と
比
較
す
る
と
、
形
容
動

詞
で
は
異
な
り
語
数
・
延
べ
語

数
と
も
近
似
し
、
形
容
詞
の
延

べ
語
数
で
は

｢

古
今
詞
書｣
の

方
が
わ
ず
か
に
低
い
値
と
な
る

も
の
の
、
や
は
り
近
似
し
て
い

る
が
、
形
容
語
全
体
で
比
較
し

た
場
合
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し

て
い
る
。
ま
た
、｢

新
古
今
詞

書｣

に
お
け
る
比
率
と
比
較
し
た
場
合
、
名
詞
・
動
詞
は

｢

三
代
集
詞
書｣

と
比

較
し
た
場
合
よ
り
、
そ
の
差
は
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
形
容
語
に
関
し

て
も
、｢

三
代
集
詞
書｣

の
場
合
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
そ
の
差
は
歴

然
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
す
る
と
、｢

三
代
集
詞
書｣

と

｢

二
条
家
詞
書｣

と
に

お
け
る
品
詞
別
構
成
比
率
の
差
は
、
時
代
的
要
因
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、｢

詞
書｣

の
編
集
態
度
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
つ
ま
り
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
名
詞
の
比
率
の
高
さ
、
動
詞
の
比
率

の
低
さ
は
、｢

詞
書｣

を
動
き
の
少
な
い
、
固
定
的
、
類
型
的
な
、｢

詞
書｣

本
来

の
性
格
を
よ
り
強
め
た
も
の
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
形
容
語

の
比
率
の
低
さ
と
い
う
点
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

３

次
に
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
品
詞
別
構
成
比
率
の
中
で
、
特
異
と
思
わ
れ
る
形

容
語
に
つ
い
て
、
以
下
、
形
容
詞
、
連
体
詞
の
順
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
形
容
詞
に
つ
い
て
み
た
い
が
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
お
い
て
形
容
詞
は
、

異
な
り
語
数
で
七
〇
語
、
延
べ
語
数
で
三
八
一
語
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

｢

二
条
家
詞
書｣

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
九
語
、
二
六
七
語
使
用
さ
れ
て
い
る
。
う

ち
、
共
通
す
る
も
の
は
、
異
な
り
語
数
で
三
〇
語
、
延
べ
語
数
は
、｢

三
代
集
詞

書｣
に
お
い
て
は
二
九
八
語
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
い
て
は
二
四
四
語
と
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、｢

三
代
集
詞
書｣

に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
形
容
詞
は
、

異
な
り
語
数
で
四
〇
語
、
延
べ
語
数
で
八
三
語
で
あ
り
、｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
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表 2

名 詞 動 詞 形容詞 形 動 副 詞 連 体 他 形容語

三代集
異 68.6 24.1 3.0 1.4 2.0 0.2 0.6 6.7

延 59.6 34.3 2.4 0.5 2.0 1.2 0.1 6.0

二条家
異 75.3 17.6 2.3 1.0 1.4 0.2 2.3 4.8

延 68.7 28.1 1.6 0.2 0.7 0.4 0.3 2.9

古 今
異 68.1 24.7 2.7 0.9 2.6 0.5 0.5 6.7

延 60.1 34.4 1.5 0.3 1.5 2.2 0.1 5.4

新古今
異 71.8 20.3 2.9 1.4 1.6 0.3 1.7 6.2

延 67.3 29.0 1.8 0.4 0.8 0.4 0.3 3.4



う
一
般
的
傾
向

(

１)

は
、｢

詞
書｣

の

語
彙
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

｢

二
条
家
詞
書｣

を
構
成
す
る

｢

詞
書｣

の
異
な
り
語
数
に
お
け

る
比
率
を
み
る
と
、｢

千
載
詞
書｣

｢

新
勅
撰
詞
書｣

｢

続
後
撰
詞
書｣

が
、
い
ず
れ
も

｢

新
古
今
詞
書｣

よ
り
も
高
率
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

｢
詞
書｣

の
延
べ
語
数
に
お
け
る

漢
語
の
比
率
を
み
る
と
、
成
立
の

新
し
い
順
に
高
率
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、｢

新
古

今
詞
書｣

と
、
次
の

｢
新
勅
撰
詞

書｣

と
の
差
は
四
・
四
ポ
イ
ン
ト

と
、｢

詞
花
詞
書｣

と

｢

千
載
詞

書｣

と
の
差

(

〇
・
九
ポ
イ
ン
ト)

や
、｢

新
勅
撰
詞
書｣

と

｢

続
後

撰
詞
書｣

と
の
差

(

二
・
九
ポ
イ

ン
ト)

と
比
較
し
た
場
合
、
相
当

大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
差
が
、
先
に
書
い
た
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
の
漢
語
増
加
と
い
う
一
般

的
傾
向
の
枠
内
の
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
注
目

に
値
す
る
数
値
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

三

１

｢

詞
書｣

の
語
彙
に
お
け
る
品
詞
別
構
成
比
率
に
関
し
て
、
筆
者
は
か
つ
て

『

古
典
対
照
語
い
表』

所
載
の
諸
作
品
と
比
較
し
、

1

名
詞
の
比
率
が
高
い

2

動
詞
の
比
率
が
低
い

3

形
容
語
の
比
率
が
低
い

の
よ
う
な
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

(

２)

。｢

詞
書｣

の
語
彙
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
、｢

詞
書｣

が
、

和
歌
・
俳
句
な
ど
の
作
者
・
制
作
の
動
機
・
日
時
・
場
所
・
場
面
・
対
象
・

目
的
、
そ
の
他
前
後
の
事
情
等
に
つ
い
て
記
し
、
ま
た
作
品
の
主
題
・
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
た
も
の

(

３)

で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、｢

二
条
家
詞
書｣

を
品
詞
別
構
成
比
率
の
面

か
ら
み
る
こ
と
に
す
る
。

２

表
2
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

｢

二
条
家
詞
書｣

、
お
よ
び
、｢

古
今
詞
書｣

｢

新
古

二条家三代集の ｢詞書｣ の語彙について 55( 2 )

表 1

古今 後撰 拾遺 後拾 金葉 詞花 千載 新古 新勅 続後 三代 二条

和 語
異 88.7 87.9 77.3 80.6 78.3 78.3 67.7 70.5 65.5 63.4 84.1 66.0

延 91.3 92.6 78.4 88.3 88.5 84.4 83.4 79.5 75.2 71.5 87.7 78.5

漢 語
異 10.3 10.7 20.0 17.2 16.9 19.3 29.6 26.7 31.3 32.6 14.1 31.1

延 8.4 6.9 20.2 10.9 9.0 14.0 14.9 19.0 23.4 26.3 11.5 19.9

混種語
異 1.0 1.4 2.6 2.2 4.8 2.4 2.8 2.8 3.2 4.0 1.8 3.0

延 0.4 0.5 1.4 0.9 2.5 1.6 1.7 1.5 1.4 2.2 0.7 1.6



二
条
家
三
代
集
の

｢

詞
書｣

の
語
彙
に
つ
い
て

若

林

俊

英

一

本
稿
は
、
所
謂

｢

二
条
家
三
代
集｣

の
詞
書
・
左
注
(

以
下
、｢

二
条
家
詞
書｣

と
略
称
す
る)

の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、
そ
の
使
用

実
態
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

｢

二
条
家
三
代
集｣

(｢

家
の
三
代
集｣

と
も)

と
は
、
俊
成
単
独
撰
の

｢

千
載

和
歌
集｣

、
定
家
単
独
撰
の

｢

新
勅
撰
和
歌
集｣

、
為
家
単
独
撰
の

｢
続
後
撰
和
歌

集｣

の
総
称
で
、
二
条
家
は
じ
め
中
世
以
降
の
歌
人
に
と
っ
て
は

｢

三
代
集｣
と

比
肩
す
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

｢

二
条
家
詞
書｣

の
自
立
語
語
彙
を
、

主
と
し
て

｢

三
代
集｣

の
詞
書
・
左
注

(

以
下
、｢

三
代
集
詞
書｣

と
略
称
す
る)

の
自
立
語
語
彙
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、｢

二
条
家
詞
書｣

の
語
彙
の
特
色
の

一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
単
位
語
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
宮

島
達
夫
氏
編

『

古
典
対
照
語
い
表』

(

昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院)

に
お
け

る
認
定
基
準
に
、
お
お
む
ね
依
拠
し
た
。

二

ま
ず
、
詞
書
・
左
注

(

以
下
、｢

詞
書｣

と
略
称
す
る)

の
語
彙
に
お
け
る
語

種
別
構
成
比
率
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

表
1
は
、
八
代
集
お
よ
び

｢

新
勅
撰
和
歌
集｣

｢

続
後
撰
和
歌
集｣

の

｢

詞
書｣

(

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

｢

古
今
詞
書｣

｢

後
撰
詞
書｣

｢

拾
遺
詞
書｣

｢

後
拾
遺
詞
書｣

｢

金
葉
詞
書｣

｢

詞
花
詞
書｣

｢

千
載
詞
書｣

｢

新
古
今
詞
書｣

｢

新
勅
撰
詞
書｣

｢

続
後
撰
詞
書｣

と
略
称
す
る)

、
な
ら
び
に
、｢

三
代
集
詞
書｣

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
で
の
語
種
別
構
成
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

表
1
か
ら
は
、｢

三
代
集
詞
書｣

｢

二
条
家
詞
書｣

に
お
け
る
漢
語
の
比
率
を
み

た
場
合
、
異
な
り
語
数
で
一
七
ポ
イ
ン
ト
、
延
べ
語
数
で
八
・
四
ポ
イ
ン
ト
、
そ

れ
ぞ
れ
後
者
の
方
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
各

｢

詞
書｣

を
単

独
で
比
較
し
て
み
る
と
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
い
漢
語
の
比
率
が
高
ま
る
と
い
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